



















1 万 t に達した。卸売市場での地位も年々高まり、2016年度の東京市場では国









た後に急減している。その後、1990年代は 8 万 t 前後を維持したものの、2000
年代に入ってチリ産にシェアを奪われる（ 1 ）形で再び減少している。さらに、



























































































































1980 85 90 95 2000 05 10 15
























1980 85 90 95 2000 05 10 15









　図 2 に示したように、CA のレモン栽培は州南部で広く行われているが、そ
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図 4　CA産レモンの輸出額と主要相手国の内訳の推移
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ベンチュラ 82．3 370 28．4 38．8 17．7 18．8 879 5．2 431 819
サンディエゴ 309．5 680 6．1 4．1 20．0 19．7 87 3．7 406 1078
???フレズノ 93．0 150 90．1 38．9 16．5 13．0 205 13．4 349 815
チュラーレ 44．2 91 55．2 23．0 14．9 11．8 2172 33．1 425 1046
カーン 83．9 100 354．3 103．5 17．6 13．4 171 5．4 542 1113
??
リバーサイド 219．0 300 23．7 25．8 12．5 17．4 256 5．0 405 889
インペリアル 17．4 39 312．7 216．2 8．4 11．6 319 8．0 571 843
注： 人口密度は 1 平方マイル当たりで示している。新植率は2016年の栽培面積に占め
る2009年以降の植栽面積の割合である。



























集荷・販売拠点となるパッキングハウスも 9 ヶ所のうち 6 ヶ所がフリーウェイ
126号線沿いに立地しており、この地帯がレモン産業の核心地といえる。しか
し、海岸から40km 以内のこれらの地域でも寒波被害は発生しうるため、写真
2 に示したようにウインドマシーン（ 7 ）が設置されている。オレンジはサンタ
図 6　ベンチュラ郡南部における主要な果樹栽培の分布（2016年）














































































青果料理 ブロッコリ オリーブ サラダ
調味料系 ソルト マーマレード
アルコール ジン 2 種 ウイスキー ワイン スマッシュ
レモン飲料 レモネード 4 種 マイヤーレモン 3 種 ハニーレモン 他 4 種




肉料理 チキン 2 種 ビーフジャーキー サラダ
パン系 ガーリックトースト フレンチトースト ピザ
麺料理 パスタ
青果料理 サラダ
調味料系 サルサソース 2 種 マーマレード
アルコール カクテル 2 種 サングリア マティーニ 他 2 種
お菓子 ポップコーン 2 種 マフィン スコーン 他 4 種


















































る。これによると、価格はバラ売りでは 1 個79セント（ 1 ドル＝110円として
87円）の店が 4 店と多く、これらは日本では流通量の少ない LL サイズの商品
であることを勘案しても、決して安いとはいえない（11）。ただし、これらの店で
は日本では見かけないオーガニックや酸味が弱く果汁の多いレモンとして人気
のあるマイヤー種のレモンも 1 個 1 ドル以上の価格帯で販売されており、高所
得者層を狙った品揃えの店舗といえよう。一方で、 1 パウンド（454g）当たり
の秤売りをしている店舗が 2 つあるが、これらは韓国系とヒスパニック系で、












1 個 1pound オーガニック マイヤー種 1 個 1pound
① ロサンゼルス 79c － ○ ○ － 1．29＄
② ロサンゼルス 79c － ○ × 88c －
③ ロサンゼルス 79c － ○ × － 1．19＄
④ ロサンゼルス － 99c × × 79c －
⑤ オックスナード 79c － × × 99c －







の前掲 4 店舗の PET ボトル製品に限定しても、通常のレモネードに加えてオー
ガニックやマイヤー種、ジンジャー・ラズベリーなどとブレンドした製品があ
り、容器は300～500mm リットルと日本より大きかった。また、果汁含有量は





























クバー（写真 6 ）のメニューに採用されている点である。表 5 ではこれらの飲
食店（⑤～⑨）のドリンクメニューを示しているが、最も採用数が多いのは














① ロサンゼルス サンドイッチ 専門店 7
② ロサンゼルス プレッツェル 看板飲料 4 1
③ サンタモニカ ハンバーガー 主要飲料 2 3 1 1
④ サンタモニカ ハンバーガー 主要飲料 1 1 1 1
⑤ ロサンゼルス フライドチキン セルフドリンク 2 6 1 1
⑥ ロサンゼルス 中華料理 セルフドリンク 2 5 1
⑦ ロサンゼルス セルフうどん セルフドリンク 1 4 1
⑧ サンタモニカ ハンバーガー セルフドリンク 1 4 3 1 1




























からである（14）。米国のレモン輸入量は、1990年代後半の 2 万 t 台からスペイ




月を中心に1．5～ 2 万 t に達し、米国産レモンの需要は減少し価格も下落する
と試算している（USDA　APHIS, 2015）。
　したがって、長期的には CA レモンは再び輸出市場に活路を求めるようにな
















































（ 2）　日本貿易月表によると、2006年に kg 当たり157円だった輸入レモンの価格は2007年に
は221円に上昇した。その後、2009～12年には110～130円台に下落したが、2014年以降
は再び急騰し200円台前半で推移している。
（ 3）　例えば、2012～15年平均の米国産レモンの相手国別輸出単価は、 1 kg 当たりで日本は
1．83ドル、韓国は1．83ドル、香港は1．46ドル、豪州は1．81ドルである。ただし、量的に
は日本は現在でも米国にとって最大の輸出相手国であり、上記 4 ヶ国・地域の 2 ～ 5 倍
の輸入実績がある（USDA　ERS のデータベースによる）。
（ 4）　具体的にはクレメンタインや W. ムーコットが挙げられ、温州みかん（米国ではサツ
マと呼称）もこの中に含まれる。
（ 5）　その後、フロリダ州では本格的なレモン栽培は復活せず、現在は100エーカー程度に
止まっている（USDA, Census of Agriculture 2012より）。
（ 6）　USDA, Crop Report によると、2000年以降のベンチュラ郡におけるアボカドの平均価
東洋法学　第61巻第 2 号（2017年12月）
269















（11）　筆者が2017年 8 月に東京都北区の大手スーパー 3 社の店舗を視察した際には、L サイ
ズが 1 個77～98円、M サイズが 2 個で98円で販売されていた。
（12）　日本では一般に、オレンジの価格は 1 個100円以上で通年にわたって販売されている。
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